
龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　市民大学講座「トラベル英会話」 年度 平成2８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　総合政策部　企画課　

流通経済大学 　元社会学部　岡野ジェンキンズロビン教授

実施日及び回数
１１月９日～１２月７日

5回
実施場所

流通経済大学

龍ケ崎キャンパス

人　　　数

事業対象者：一般申込者　1３人

大学協力者：教職員　１人　・　学生　０人

実績及び成果

（事業内容）

　岡野ジェンキンズロビン教授を講師にむかえて，毎年開催している中級

者向けの英会話講座で，もうひとつの英会話講座である「英語で学ぶ国際

マナー」とともに非常に人気の高い講座です。

　本講座では，旅行時に必要な語学力を習得できるような内容で講義が行

われました。講座はすべて英語で進められ，テキスト中心の座学の講義だ

けでなく，参加者同士でコミュニケーションをとる時間も設けられ，楽し

みながら学習できる講座となっています。

　受講者には，毎年この講座を楽しみにしているリピーターの方も多くい

ます。



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名
　市民大学講座

　「英語で学ぶ国際マナー」
年度 平成2８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　総合政策部　企画課　

流通経済大学 　元社会学部　岡野ジェンキンズロビン教授

実施日及び回数
５月1８日～６月１５日

5回
実施場所

流通経済大学

龍ケ崎キャンパス

人　　　数

事業対象者：一般申込者　１２人

大学協力者：教職員　１人　・　学生　０人

実績及び成果

（事業内容）

　もうひとつの英会話講座である「トラベル英会話」とともに，岡野ジェ

ンキンズロビン教授に講師をお願いして，毎年開催している人気の講座で

す。

　講座はすべて英語で進められますが，受講生の習熟度に合わせ，楽しみ

ながら学習できる講座となっています。

　受講者には，毎年この講座を楽しみにしているリピーターの方も多くい

ます。



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名
　市民大学講座

　「親子に関する講座」
年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　総合政策部　企画課　　

流通経済大学 　社会学部　米原立将　講師、社会学部　田中　光　教授 

実施日及び回数 １０月２９日 実施場所
流通経済大学

龍ケ崎キャンパス

人　　　数

事業対象者：一般申込者　１４人

大学協力者：教職員　２人　・　学生　０人

実績及び成果

（事業内容）

　子育て中の親子を対象に参加型の講座として、米原先生には、親と子に

関する保育の「あるある」について講義をいただき、田中先生には、親子

で一緒にできる運動（実技）を 実施しました。

　受講時に、子どもの一時預かり所も設置し、受講者に大変ご好評をいた

だきました。 



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　健康ウォーキング講座 年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　健康福祉部高齢福祉課　地域包括支援センター

流通経済大学 　スポーツ健康科学部

実施日及び回数
春の部（４回）

秋の部（４回）
実施場所

りゅうがさきてくてくロード

流通経済大学　スポーツ健康セ

ンター

人　　　数

   事業対象者：春の部　３０人・秋の部　２５人

   大学協力者：教職員　　１人　学生　　５～７人

実績及び成果

（事業内容）

　流通経済大学スポーツ健康科学部の指導による６５歳以上の方向けの

ウォーキング講座です。

　今年度は，昨年度は体験という形で行ったポールウォーキングを初回時

より実施しました。

　ポールの使い方や姿勢についてなど指導を受け，流通経済大学キャンパ

ス内のスポーツ健康センターや市内のりゅうがさきてくてくロードのコー

スを春・秋と自然の中で季節を感じながら，初心者の方も楽しみながら無

理することなくウォーキングできる講座として開催しました。

　また，同大学の学生にアシスタント役として多く参加していただきまし

たが，世代間交流の機会となるとともに，学生自身も率先して，列の最前

列に立ち，引率するなど，自主性を育む場にもなったと感じています。

　参加された方からは，「ポールウォーキングの良さを知ることができ

た。」，「一人では歩けないけど，みんなで一緒に歩くことができて，歩

くきっかけになった。」，「スタッフの方や学生の方と歩き，お話するこ

とができて，毎回楽しく，元気をもらうことができた。」などの声が多数

寄せられ，春・秋の部ともに，概ね好評でした。

◆自然豊かなてくてくロードのコースを歩きます。

◆準備体操をします。 ◆正しい歩き方を学びます。



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　健康ウォーキング講座 年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　健康福祉部高齢福祉課　地域包括支援センター

流通経済大学 　スポーツ健康科学部

実施日及び回数
春の部（４回）

秋の部（４回）
実施場所

りゅうがさきてくてくロード

流通経済大学　スポーツ健康セ

ンター

人　　　数

   事業対象者：春の部　３０人・秋の部　２５人

   大学協力者：教職員　　１人　学生　　５～７人

実績及び成果

（事業内容）

　流通経済大学スポーツ健康科学部の指導による６５歳以上の方向けの

ウォーキング講座です。

　今年度は，昨年度は体験という形で行ったポールウォーキングを初回時

より実施しました。

　ポールの使い方や姿勢についてなど指導を受け，流通経済大学キャンパ

ス内のスポーツ健康センターや市内のりゅうがさきてくてくロードのコー

スを春・秋と自然の中で季節を感じながら，初心者の方も楽しみながら無

理することなくウォーキングできる講座として開催しました。

　また，同大学の学生にアシスタント役として多く参加していただきまし

たが，世代間交流の機会となるとともに，学生自身も率先して，列の最前

列に立ち，引率するなど，自主性を育む場にもなったと感じています。

　参加された方からは，「ポールウォーキングの良さを知ることができ

た。」，「一人では歩けないけど，みんなで一緒に歩くことができて，歩

くきっかけになった。」，「スタッフの方や学生の方と歩き，お話するこ

とができて，毎回楽しく，元気をもらうことができた。」などの声が多数

寄せられ，春・秋の部ともに，概ね好評でした。

◆自然豊かなてくてくロードのコースを歩きます。

◆準備体操をします。 ◆正しい歩き方を学びます。



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　血管はつらつ☆ウォーキング 年度 平成 28 年度

担当

部署

龍ケ崎市 　市民生活部　市民協働課（①八原コミセン・②長山コミセン）

流通経済大学 　大学院スポーツ健康科学研究課　大槻　毅　先生

実施日及び回数

期間（９／８～１２／１５）

①合計７回

②合計６回

実施場所
①八原コミセン

②長山コミセン

人　　　数

①事業対象者：２１名

　大学協力者：教職員　２人　・　学生　約１ 0～2 ０人

②事業対象者：２０名

　大学協力者：教職員　2 人　・　学生　２６人

実績及び成果

（事業内容）

　流通経済大学スポーツ健康科学部とコミセンとの連携し講座行った。

　心拍数計と万歩計を着用して、健康につながるウォーキング方法について学ん

だ。

（１）事業内容

　１．事前説明会　① 9/8（木）② 9/15（木）

　２．第 1回測定　血管年齢・体力測定 9/19～9/30　：流経大

　　　　　　　　　　採血　9/22：流経大　9/27：八原　10/5：長山

　　　　第 2回測定　血管年齢・体力測定　11/15～11/25　流経大

　　　　　　　　　　採血　11/16：八原　11/23：流経大　12/6：長山

　３．ウォーキング指導　① 10/6～11/10八原ｺﾐｾﾝ

　　　　　　　　　　　　② 12/15長山ｺﾐｾﾝ

　　　（インターバルウォーキング指導・ノルディックウォーキング指導）

　　　　※大学院生・大学生がウォーキングのサポートをしました。

　４．結果説明など　① 1/12（木）　② 12/15（木）

（２）事業成果

　　　前回行ったときのリピーターの参加者が多く見られた。

　　講座としては、体力測定、血管検査、血圧脈波、心電図、運動負荷試験など

　　を 6週間の間隔をあけ測定し、自分の血管と疾患のリスクをデータとして受

　　け取ったあと、心拍数を測りながら自分にあったペースでウォーキングの実

　　践を行った。今回は、 流通経済大学の学生と共にてくてくロードを歩くとい

　　う実践講習だったので、学生と楽しくウォーキングを学ぶことが出来、好評

　　であった。 結果の説明を聞くことで、参加者の皆さんは、真剣に健康と向き

　　合いました。　　　　　　　　　　　



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名
　流通経済大学と八原保育所による交流 

事業（運動プログラム）
年度 平成 28 年度

担当

部署

龍ケ崎市 　健康福祉部こども課　八原保育所

流通経済大学 　社会学部　及び　大学院スポーツ健康科学研究科（田中 光教授）

実施日及び回数
5/17・6/14・7/19（1 日２回）

10/11/・10/25・11/8・

12/6・12/20・1/17・1/24
実施場所

八原保育所　　　　　　　　

流通経済大学サブアリーナ　

人　　　数

   事業対象者：八原保育所の年中・年長児児童（4・5 歳児）

　　　　　　　参加児童　年長児 32 人　　年中児 30 人

   大学協力者：教職員　1 人・学生 2 年生 20 人　院生　3 人

　　　　　　　学生 1 年生 25 人（7/19 のみ）

実績及び成果

（事業内容）

　流通経済大学社会学部 及び大学院スポーツ健康科学研究科 の田中 光教

授による，龍ケ崎市立八原保育所の４・５歳児を対象とした運動プログラ

ムを年１１回（１日２回を含む）実施しました。リズム体操や鉄棒の前回

りや逆上がりの正しいやり方・跳び箱の飛び方など指導していただき，大

学生達との楽しい交流と共に子ども達の体力づくりに役立っています。12
月 20日は、流通経済大学に招待していただき，サブアリーナでボール遊び

やしっぽ取りゲーム・クリスマスカード作りをしてきました。また，この

連携は，大学生が立案した，素材遊びや伝承遊びを実践する場にもなって

います。

　                                                                                          

                                                              大学生の指導で伝承あそび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の『だるまさんが転んだ』で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊ぶ様子です。５歳児の子供

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たち全員楽しそうに参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いました。

　大学生がゲームのやり方を

説明している様子です。子供たち

も真剣に説明を聞いています。

　この連携の取り組みは，児童及び保護者にも好評を博しています。



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名
市立中学 2 年生および市立小学校高学年

対象の救急救命授業
年度 平成 28 年度

担当

部署

龍ケ崎市 　危機管理室

流通経済大学 　スポーツ健康科学部，ライフセービングクラブ

実施日及び回数
5 月 26 日

ほか 7 回
実施場所

・各中学校体育館または武道場

・流経大スポーツ健康センター

　救命トレーナー室

人　　　数

   事業対象者：7 ３１人

   大学協力者：教職員　２人　・　学生延べ１１６人

実績及び成果

（事業内容）

　当市は，市内を日常生活圏とする 小中学校の児童・生徒が，心停止事例

に遭遇した際に，勇気をもって胸骨圧迫（心臓マッサージ）を行い，かつ，

コンビニエンスストアや市立小中学校屋外などに設置の AED を積極的に

使用することで，救命できる可能性を向上できるものと捉え，その体制お

よび環境の整備を目的に，｢龍・流連係事業｣として，同大スポーツ健康科

学部の稲垣准教授，小粥教授，同学部の学生およびライフセービングクラ

ブの学生に，監修と指導支援をいただいております。

　なお平成 28 年度は，市立中学校５校の 2 年生および市立小学校３校の

高学年に救命法を学ぶ授業を行い，計 731 人の児童・生徒が所期の課程

を修了しました。

　今後も，｢龍・流連係事業｣として継続的に取り組んでいくことにより，

救命率の向上を図るとともに，こどもたちには，｢自分も人を助けること

ができる｣ことの自己肯定感を育むなど，人間形成のための教育的機会に

なるものと考えます。



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　平成２８年度救急救命講習会 年度 平成 28 年度

担当

部署

龍ケ崎市 　教育委員会教育総務課　学務グループ

流通経済大学
　スポーツ健康科学部　小粥智浩教授，稲垣裕美准教授

　ライフセービングクラブ

実施日及び回数 ８月 24 日 実施場所
流通経済大学　　　　

スポーツ健康センター

人　　　数
事業対象者：龍ケ崎市立小中学校教職員，市教育センター相談員，教育総務課職員

　　　　　　63 名

大学協力者：教授１名，准教授１名（講師 1 名：実技指導１名），学生２１ 名

実績及び成果

（事業内容）

講習会は，前半にスポーツ健康科学部　小粥教授による「救命について」

プロジェクターを用いて講義を行った。心肺蘇生を行った場合の生存率や

心肺蘇生が遅れた場合の救命率の低下等医学的な説明を交え，救急現場で

の早期救命措置の重要性を学んだ。また，AEDの設置場所やAED設置場

所から一番遠い場所までの時間等の質問を各校に振り，大事なことを具体

的に再認識する機会でもあった。

　続いて，スポーツ健康科学部　稲垣准教授による，心肺蘇生法とAED
の実技指導が行われた。ライフセービングクラブの学生 21名のサポートの

もと，其々が練習用人形を用いて講習等を受ける前と後の胸骨圧迫と人工

呼吸のデータ測定を行い成果を確認した。AEDを使用した心肺蘇生法の実

技，また，実際を想定し，型通りではない応用を交えた総合シミュレー

ションにより，適切な対応及び技術の習得が得られた。



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　スポーツレクリエーション体験会 年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　教育委員会　生涯学習課　

流通経済大学 　ラグビー部

実施日及び回数 ５月 21 日 実施場所 城ノ内小学校

人　　　数

   事業対象者：育成者　６人　　小学生　１６人　保護者　４人

   大学協力者：教職員　１人　・　学生　　４人

実績及び成果

（事業内容）

　

　今年度は，新たな事業としてスポーツレクリエーション「タグラグビー

体験会」を実施しました。

　流通経済大学ラグビー部の協力を得てルールの説明やゲームなど保護者

も交えて楽しく活動することができました。

内　容

　・ルール説明　

　　　タグラグビーのルールについてわかりやすい内容で，具体的に説明

　　してもらいました。

　・基本の動き

　　　ウォーミングアップをかねて走・跳の運動を体育館いっぱいに実施

　　しました。

　・基礎体力づくり

　　　普段子どもたちが体験することがない筋力トレーニングを指導して

　　いただきました。

　・ゲーム

　　　チームが勝つために必要な作戦を話し合うことでコミュニケーショ

　　ン能力が高まりました。



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　体験型観光プログラム開発　 年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　総合政策部　シティセールス課

流通経済大学 　社会学部　東美晴教授

実施日及び回数
平成２８年４月　～

　平成２９年２月
実施場所 流通経済大学

人　　　数    大学協力者：教職員　１人　・　学生　６人

実績及び成果

（事業内容）

　流通経済大学社会学部国際観光学科内の授業において，学生が龍ケ崎の

おいしいお米を使ったお菓子（スイーツ）でまちおこしが出来ないかを３

年間（平成２８年度～３０年度）かけて研究し，その研究内容を基に体験

型観光プログラムの開発を目指します。

　

　平成２８年度は，まず，学生が龍ケ崎を知る機会とし，学生自身が市内

の様々な場所に出向き，龍ケ崎の魅力や面白いところを学生目線で探しま

した。

　さらに，「体験型観光プログラム開発」の参考となる他市町村での取り

組みについて，調査および現地視察を行いました。

　最後に，平成２８年度「体験型観光プログラム開発」事業報告会を開催

しました。

【市内への散策】 【お菓子店への視察】

【他市町村への視察】 【職員への報告】



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名
　龍ケ崎市道の駅整備基本計画

　策定検討会議への参画
年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　総合政策部　道の駅プロジェクト課

流通経済大学 　総務課

実施日及び回数
6/23、8/17、10/27、

12/22、1/27
実施場所 龍ケ崎市役所

人　　　数

   事業対象者：　　０人

   大学協力者：教職員　　１人　・　学生　　０人

実績及び成果

（事業内容）

　

　道の駅の基本計画策定に際して意見を聴取するために組織された、外部

有識者及び関係機関等の代表で構成される「龍ケ崎市道の駅整備基本計画

策定検討会議」に、流通経済大学社会学部准教授の幸田麻里子氏（専門：

観光学）に参加いただいた。

　会議では、道の駅整備に係る以下の事項について順次、協議検討を行い、

頂戴した意見を参考にして道の駅基本計画を策定した。

　（１）施設の整備方針

　（２）施設の規模と配置

　（３）施設配置計画

　（４）建築（空間・意匠）計画

　（５）管理・運営計画

　



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　市民ウォークラリー大会 年度 平成２８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　教育委員会　スポーツ推進課

流通経済大学 　陸上競技部　

実施日及び回数
４月３日

実施場所
（会場）龍ケ岡公園　たつのこｽﾃｰｼﾞ

（ ｺｰｽ） 城ノ内・貝原塚方面

人　　　数

   参加人数：一般参加者   １６０名　　

   大学協力者：陸上競技部　３１名　（運営委員）

実績及び成果

（事業内容）

　主にコースの危険箇所の立哨を担当してもらいました。

参加者は安心してコースを周ることができました。

趣旨

家族や仲間で気軽に参加できるウォークラリーを通じて,郷土再発見,市民

の健康増進及び明るいまちづくりに資することを目的として開催している。

主催

市民ウォークラリー大会実行委員会

（龍ケ崎青年会議所・龍ケ崎市レクリエーション協会・ボーイスカウト龍

ケ崎第１団・ボーイスカウト龍ケ崎第２団・ＮＰＯ法人クラブ・ドラゴン

ズ）



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　市民スポーツ・レクリエーションまつり 年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　教育委員会　スポーツ推進課

流通経済大学 　陸上競技部・チアリーディング部・新体操部　他 

実施日及び回数 １０月２日 実施場所 たつのこアリーナ

人　　　数

   事業対象者：一般参加者１，５００人

   大学協力者： 陸上競技部・チアリーディング部・新体操部他 約８０人

実績及び成果

（事業内容）

　主に演技発表及びスポーツ体験ブースの担当をしてもらいました。

　チアリーデイング・新体操の演技発表は多くの人がその演技に魅了され

　ていました。

　

趣旨

楽しいスポーツ・レクリエーションを通じて,健康増進・体力づくりへの関

心を高めるとともに,地域交流を深め,併せてスポーツの振興・充実に資す

ることを目的として開催している。

主催

龍ケ崎市体育協会・龍ケ崎市スポーツ少年団・龍ケ崎市レクリエーション

協会・龍ケ崎市スポーツ推進委員協会



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　スポーツ指導者養成講習会 年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　教育委員会　スポーツ推進課

流通経済大学 　スポーツ健康科学部　　　

実施日及び回数 平成２９年３月１８日 実施場所
龍ケ崎市役所

附属棟２階会議室

人　　　数

　事業対象者：市内のスポーツ団体　１２名　一般参加者　１０名

　大学協力者：教職員　５名

実績及び成果

（事業内容）

　

　龍ケ崎市体育協会が、スポーツ指導者にスポーツに関する最新の知識を

学ぶ機会を提供し、龍ケ崎市のスポーツ振興に寄与することを目的として

平成２７年度から実施している。

講演

　流通経済大学スポーツ健康科学部　教授・准教授

　１．「スポーツと文化」

　２．「スポーツと医学」

　３．「スポーツのコーチング」

　４．「ケガの予防と救命救急の実際」

　５．「スポーツと教育」



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名 　龍ケ崎市中学校駅伝競走大会 年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　教育委員会　スポーツ推進課

流通経済大学 　NPO法人クラブ・ドラゴンズ　陸上競技部　　

実施日及び回数 １２月１７日 実施場所
たつのこフィールド及び

城ノ内地区

人　　　数
   事業対象者：中学生138名　各校１チーム６名　AB２チーム　男女

   大学協力者： 陸上競技部６５名　ライフセービング部４名（運営委員）

実績及び成果

（事業内容）

　

　主にコースの立哨を担当してもらいました。

　生徒達は安心して駅伝コースを走ることができました。

趣旨

未来の龍ケ崎市を担う子供たちの健康な身体と健全な心を育み,心を鍛え,
仲間との絆を育むことを目的として開催している。

主催

龍ケ崎市ライオンズクラブ・龍ケ崎市・龍ケ崎市教育委員会・龍ケ崎市体

育協会



龍　・　流　連　携　事　業　報　告　書

事　業　名    　国際スポーツ大会キャンプ等招致 年度 平成 2 ８年度

担当

部署

龍ケ崎市 　教育委員会　スポーツ推進課

流通経済大学 　各運動部関係者　　

実施日及び回数 ４月１日～ 実施場所 総合運動公園等

人　　　数
　事業対象者：３００人

　大学協力者：教職員　２０人

実績及び成果

（事業内容）

　

　国際スポーツ大会キャンプ等の招致活動について協力をいただきました。

・キューバ柔道ナショナルチームが，リオオリンピック事前キャンプを平

成２８年７月１１日から 7 月１６日まで流通経済大学で行った。また，選

手と柔道スポーツ少年団等との交流事業を行った。

・シンガポール女子 7 人制ラグビーナショナルチームが，強化キャンプを

平成２８年８月１９日から８月２２日まで流通経済大学で行った。また，

選手と少年ラグビークラブチームとの交流事業を行った。

・中国野球ナショナルチームが平成２８年 10 月２８日から１１月１１日

まで当市で WBC 事前キャンプを行った。その際に流通経済大学の室内練

習場の利用等の協力をもらった。また，野球部と合同練習を行った。


